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◇ 講 師  本願寺派布教使 

        藤 清道  師 （鹿児島県曽於市 願成寺） 
 

日  時 昼  席 

２月 24 日（火） １３時３０分～１５時１０分  

 

【次第】 

 １．お勤め  

2．法 話 (仏さまのお話を聞きます＝お聴聞) 
 

※参拝時は、お念珠をご持参ください。 

（お経本、式章をお持ちの方は、あわせてご持参ください。） 
 

※ご仏前は、受付にお預けください。 
 

～那珂組上組・巡番報恩講法要とは～ 
 『報恩講法要』とは、浄土真宗の宗祖である親鸞聖人のご遺徳をたたえ、その恩を報ずる法要

であります。親鸞聖人は、阿弥陀如来の本願の教えを明らかにされ、その９０年のご生涯を、お念

仏の道ひとすじに歩まれました。今、私たちが、浄土真宗の救いのよろこびにあえたことも、聖人

のご苦労のたまものであります。 

 標記の法要は、親鸞聖人がお示しくださったお念仏（南無阿弥陀仏）のおこころを脈々と受け継

がれてきたことへの慶びとともに、お浄土に生まれていかれた大切な方々を偲びながら、１２年に

１度、当山（真教寺）に巡ってくる法要です。次代に繋ぐ尊き仏縁として、ともに大切にお勤めさ

せていただきたく思います。 

 何方でもご参拝出来ますので、どうぞお気軽にお参りください。 

合掌 

 

浄土真宗本願寺派（西本願寺） 千部山 真 教 寺 
〒811－1222 那珂川市下梶原 2‐8‐1    

                                    電 話 092‐952‐2429 


